
猫カフェ発祥のショップ「小猫花園」で
愛くるしい猫の魅力に迫る

世界初の猫カフェと言われている「小猫花園」さん。
今では日本でも猫カフェだけでなく、色々な動物と触れ合えるカフェが増えたものの、
数十年前では想像もできませんでした。
世界6大猫スポットの１つとして有名な台湾。猫を愛してやまない台湾の猫カフェ
発祥の地で地元人、観光客に愛される猫たちの姿、そしてこの猫カフェのオープン
を決めたオーナーにきっかけをきいて、猫カフェを通じて台湾の魅力をお伝えします。

店舗名：小猫花園
住所：台北市士林区福華路129号1楼
オーナー：チョウさん
オープン： 1998年4月

こちらのお店が猫カフェ発祥と言われていることはご存じですか？
はい、NHKが取材にきてくれたときに、そういうタイトルで放送したんです。
当時、他にも猫カフェを名乗るお店はありましたが、法律でレストランに動物を入
れるのは禁止されていたため、ガラス越しに猫を見るスタイルでした。
うちも最初は猫用のガラス小屋を2つ作って対応していましたが、「触れ合いた
い」という声が多く、定期的に交流の時間を設けたところ評判になり、日本からも
取材が来ました。その後、ペット同伴可能な「ペットフレンドリー」な飲食店が認
められ、今に至ります。なので、今の猫カフェのスタイルを作ったという意味では最
初かもしれません。

私たちがこのカフェを開店してからしばらくして、台湾自体にどんどん猫カフェが増えていきました。そしてその後、取材
に来た日本や東南アジアなどの国々、最終的には欧米と、世界中に猫カフェが広がったわけです。飲み物や食事を
楽しみながら猫と触れ合うことができる環境が整えられていることが、現在の猫カフェの特徴です。

お店のテイストはどうやって考えたんですか？
当時は前の道路も昔は封鎖されていて、とても静かでした。前のスペースにはたくさん植物や花を植えたりして、まる
で庭のようにしたかったんです。だからお店の名前にも、“ガーデン”ってついているんです。

最初から猫カフェとしてオープンしたんですか？
昔サラリーマンだった頃からカフェを開きたいと考えていました。その頃、譲渡で５匹
の猫を引き取っていたこともあり、お店を開くなら猫をテーマにしようと思いました。
ちょうどその当時、テーマ性のあるお店がすごく流行っていて、レストランなどもなにか
しらテーマを取り入れていたんです。そういうのもあって、猫が癒しや快適さを提供し
てくれ、リラックスできる居心地の良い雰囲気を作ろうと思ったのがきっかけです。

猫カフェブームの火付け役

小猫花園ができるまで

小猫花園をオープンしてから変わったこと

当時、オープンするにあたり周りの反応はどうでしたか？
私の周りの親しい友人や家族は、大反対。成功しないだろ、続くわけないだろって。
このかわいらしい内装を作ってくれた同級生も、もって2年じゃない？ってかって（笑）

お店をオープンしたことでどんな変化があったと思いますか？
一番は、猫を多くの人に見てもらえるようになったことです。
開店当初、台湾は犬が主流で、特に年配の方の中には猫を縁起が悪いと考え、飼ってい
ることを表に出しにくい雰囲気がありました。でもカフェを通じて猫の魅力が広まり、仕事や
暮らしの変化もあって、猫を飼う人が増えました。散歩が不要なので忙しい人にも向いてい
ます。今では「猫が好き」と堂々と言えるようになったのが、大きな変化だと感じています。



譲渡も行っているんですか？
お店を始めた頃はあまり保護活動が盛んでなく、店の前にも猫がよく捨てられ
ていました。全ての猫を引き取れなかったため里親探しを始めましたが、保護
猫は人に慣れていないため、緊張などから里親への適応が難しく、戻されたり
性格が変わる猫も多かったです。そのため、今では里親探しをやめ、店に来た
猫は全て店内で飼うことにしました。

小猫花園の猫たちについて

小猫花園での過ごし方

来店のお客様は滞在時間どのようにすごされていますか？
ほとんどのお客さんの一番の目的は、猫との交流を楽しむことです。
人懐っこい猫が多いので、お客さんが猫におやつをあげたりして触れ合ったり、一緒におもちゃで遊んだりしている
方もいます。あとは可愛らしい装飾やグッズを購入する方も多くおられます。猫と触れ合うだけでなく、この環境自
体を楽しんでいる印象です。

お店でのおすすめメニューはなんですか？
全部おすすめなんですが、「かわいい」メイン
だと、カフェラテアートが一番人気です。
20種類くらいデザインがあります。

日本人のお客さんはいらっしゃったりしますか？
5年間のパンデミックを経て、今来ている日本のお客さんはほとんどが
以前からの常連さんですね。

日本観光客へ何かコメントがあればお願いします。
またたくさんの新しいお客様に来ていただけると嬉しいです。
ご来店お待ちしております。

日本人観光客の変化

猫たちはお店で飼われているんですか？
新しく迎えた猫は、子猫の頃から毎日家に連れて帰り、また職場にも連れてき
て育てています。そして、大きくなってからはここで寝かせるようにしています。新
しく来る猫たちも、同じように育てています。
昨年は数匹の猫を迎えました。そのうちの1匹は「小卡（シャオカー）」という
名前で白黒の小さな猫です。もともと外で4～5ヶ月過ごしていた野良猫で、
最初は人間に対して警戒心が強かったものの、ボランティアが定期的に餌をあ
げて少しずつ距離を縮めたことで、今ではだいぶ人に慣れてきました。
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